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評
価
の
方
法

『上級入試漢字』（桐原）

〇「知識・技能」 〇「思考力・判断力・表現力」 〇「主体的に学びに向かう態度」

　②「課題対応力」
　③「論理的思考力」
　④「原因分析力」
　⑤「傾聴力」
　⑥「受信・発信力」

　②「課題対応力」
　⑦「協働力」
　⑧「行動力」
　⑨「自己管理能力」
　⑩「自己実現力」

　①「知力・学力」
　⑥「受信・発信力」
　⑨「自己管理能力」

○定期試験　○授業内活動
○課題への取り組み・提出状況
　以上をふまえて、学期末・学年
末の総合成績をもって評価する。

○定期試験　○授業内活動
○課題への取り組み・提出状況
　以上をふまえて、学期末・学年末の総
合成績をもって評価する。

○授業内・外での学習活動等
○課題への取り組み・提出状況
　以上をもとに、学期末・学年末の平常
点で評価する。
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『新訂総合国語便覧』（第一学習社）

科
目
の
概
要

高等学校2年までの国語科科目の学習により育成された資質・能力を基盤として，創造的・論理的思考の力を伸ば

しつつ，他者との意思疎通や共通理解，さらには課題解決に必要な言語運用能力を身につけ，効果的に表現する

技術を獲得することを通じて，国語に対する理解を深るとともに言語文化の担い手としての自覚を深める科目である。

（１）社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

（２）社会生活における他者との関わりのなかで伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

（３）言語感覚を磨き，言語文化の担い手としての自覚を持ち，国語の能力向上を図る態度を養う。

科
目
の
目
標

『精選　文学国語』（三省堂）教
科
書

副
教
材

○読み手の関心を引き出すような文章表
現，文体，修辞の工夫ができているか。
○作品の語りや構成等に注意して，内
容の解釈ができているか。
○多角的な視点から自分の考えを見直
し，根拠や論拠の吟味を重ねるなど，主
題や主張を明確に理解，表現したか。
○文章の解釈を通じて，人間、社会、自
然などへの洞察を深められたか。

○社会的な話題や文学作品について，
評価し，他者の考えを参考にしながら，
論述したり討論することができたか。
○先行する研究や作品を参考に，様々
な観点を示したり，創作したり，批評した
りできたか。
○社会的な事柄や文学的事象について
調べるなどして，成果を発表したり，まと
めたりすることができたか。

観
点
の
評
価

観点別評価

○言葉には，認識や説明を可能
にし，想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解したか。
○表現を通じて，語感を磨き，
語彙を豊かにできたか。
○文章の種類・特徴や技法につい
て，体系的に理解しているか。
○読書の効用と意義について，理
解を深められたか。

教 科 科 目 単位数 学 年 コ ー ス 組

国 語 N 現 代 文 2 3 CST 12組
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○文章を読んで，構成，展開，要旨などを的確にとらえ，その論理
性を評価する。
○文章を読んで批評することを通して，人間，社会，自然などについ
て自分の考えを深めたり発展させたりする。
　加藤周一「文学の仕事」
（基礎学力到達度テスト対策問題演習）

○論の展開や構成を理解し，文脈にそって筆者
の主張を理解する。
○評論に特有の語彙，表現を習得しながら，そ
の背景を学習する。

○文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写など
を的確にとらえ，表現を味わう。
　原民喜「夏の花」
（基礎学力到達度テスト対策問題演習）
　

〇評論を読むことを通じて，新たな興味を持ち，
言語活動による新たな自分の発見につないでい
く。
○自分の考えを論理的に文章化する表現力を
身に付ける

自分の考えを深めたり発展させたりする。
谷崎潤一郎「陰影礼賛」
〇自己推薦文・小論文対策

〇文章を読んで批評することを通して、人間、社会、自然などについて
【1学期　期末試験】　　７月１日～７日

○自分の気付き、感情を韻文の中で表現する力
を身に付ける。
〇お互いの作品に触れ、韻文という形で表現する
意味を考える。

特別編成授業（別に指示する）
【2学期　期末試験】　　12月１日～５日

学 習 計 画
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学 習 内 容 ( 単 元 ) 単 元 別 学 習 目 標

【1学期　中間試験】　　５月19日～22日

渡り鳥ー俳句十五句
〇創作活動を通じ、言葉には想像や心情を豊かにする働きがあること
を理解する。

【2学期　中間試験】　　10月14日～17日
〇作品に触れ、文体の特徴や効果について考察し、我が国の言語文
化について理解を深める。

○作品の構成を明らかにしながら，その展開を把
握する。
○叙述や比喩表現等に注意を払い，登場人物
の状況や心理を的確に把握する。
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